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６月20日、なごやかセンター駐車場で栗東市消防団消防操法大会が行われました。栗東市
消防団の４つの分団からそれぞれ１チーム（５人）が出場。決められた手順でホースの延
長と放水を行う動作の速さ、行動の機敏さなどで審査され、第４分団（治田）のチームが
優勝しました。優勝した第４分団のチームは代表として８月１日の滋賀県消防操法訓練大
会に出場します。
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地産地消のすすめ地産地消のすすめ
～栗東の農産物を食べよう～～栗東の農産物を食べよう～

　
「
地
産
地
消
」
は
「
地4

域
生
産4

ー
地4

域
消4

費
」
を
略
し
た
言
葉
。
地
域
で

生
産
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
地
元
で

と
れ
た
新
鮮
で
お
い
し
い
旬
の
農
産
物
を
食
べ
ま
せ
ん
か
。
地
域
の
農
産
物

を
消
費
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
農
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
環
境
面
に
お
い

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
や
加
工
品
の
地
産
地
消
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
身
近
な
場
所
か
ら
新
鮮
な
農
産
物
が

得
ら
れ
る

　

収
穫
さ
れ
て
か
ら
短
期
間
で
販
売
さ

れ
る
た
め
、
新
鮮
な
農
産
物
を
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
生
産
状
況
を
確
認
で
き
、
安
心
で
き

る

　

地
元
で
育
て
ら
れ
て
い
る
農
産
物
な

の
で
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
状
況
を
直
接

見
る
こ
と
も
で
き
、
安
心
で
き
ま
す
。

③
農
業
に
親
近
感
が
わ
く

　

生
産
者
と
直
接
接
す
る
こ
と
も
で

き
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
的
な
食

文
化
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。

④
安
く
買
え
る

　

生
産
地
か
ら
販
売
所
ま
で
の
距
離
が

近
い
た
め
、
運
送
に
か
か
る
費
用
が
安

く
す
み
、
結
果
と
し
て
販
売
価
格
も
安

く
な
り
ま
す
。

市
内
の
〝
朝
市
〞

生
産
者
か
ら
直
接
買
え
る

２１東坂いきいき元気村

場所：東坂地区
日時：毎週土曜日８：00～
主催：２１東坂

美之郷朝市

場所：美之郷農業倉庫前
日時：毎週日曜日６：15～
主催：美之郷農業組合無人野菜売場

（※朝市は無人ではありません）

　

定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
朝
市

で
は
、
と
れ
た
て

の
新
鮮
な
野
菜
な

ど
を
生
産
者
か
ら

直
接
買
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

至 信楽

至 石部

山入

御園

新辻越橋

会場

至 草津
至 山入

美之郷公民館

至 日吉橋

会場

美之郷

消
費
者
に
と
っ
て
の

地
産
地
消

①
消
費
者
の
求
め
て
い
る
も
の
が
わ
か

り
や
す
い

　

消
費
者
の
顔
が
見
え
る
た
め
、
今
、

消
費
者
が
ど
の
よ
う
な
農
産
物
を
ど
れ

だ
け
求
め
て
い
る
の
か
を
直
接
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
輸
送
経
費
が
節
約
で
き
る

　

生
産
地
か
ら
販
売
所
ま
で
の
距
離
が

近
い
た
め
、
運
送
に
か
か
る
費
用
が
安

く
す
み
、
結
果
と
し
て
収
入
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。

③
少
量
で
も
販
売
で
き
る

　

生
産
者
が
直
接
販
売
す
る
こ
と
に
よ

り
、
少
し
し
か
生
産
し
て
い
な
い
農
産

物
や
加
工
品
で
も
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

④
消
費
者
の
反
応
を
直
接
聞
け
る

　

生
産
者
が
消
費
者
に
対
面
販
売
す
る

こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
か
ら
農
産
物
に

つ
い
て
の
感
想
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
、
仕
事
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

生
産
者
に
と
っ
て
の

地
産
地
消
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大宝ふれあい朝市

場所：ＪＡ栗東市大宝支店横
日時：毎週火曜日７：30～
主催：大宝朝市運営委員会

栗東駅前朝市金勝市場

場所：ＪＲ栗東駅東口
日時：毎月第１土曜日９：00～
主催：栗東市農業後継者クラブ

とれとれ朝市

場所：道の駅 アグリの郷栗東
日時：毎週水曜日８：00～
主催：栗東市農産物出荷組合

至 草津

栗東駅西口

ＪＡ栗東市
大宝支店

至 守山

会場

綣

栗
東
駅

大宝
小学校

至 草津

至 守山

会場
栗
東
駅

ロ
ー
タ
リ
ー

アルプラザ
栗東

ウイング
プラザ

大宝
小学校

至 京都

至 米原 会場（アグリの郷栗東）

やすらぎ
の家

東
海
道
新
幹
線

宅屋
高野

国
道
８
号 国

道
１
号

販
売
し
な

い
（
で
き

な
い
）
も

の
を
皮
を

む
い
て
つ

ぶ
し
、
冷

凍
保
存
し

ま
す
。
そ
れ
を
年
間
を
通
じ
て
定
期
的

に
ジ
ャ
ム
に
加
工
し
、
右
の
農
産
物
直

売
所
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

甘
く
て
お
い
し
い
い
ち
じ
く
ジ
ャ

ム
。
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

栗
東
に
は
、
農
産
物
を
加
工
し
て
作

ら
れ
た
商
品
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
」、
ア
グ
リ
の
郷
栗

東
の
「
ま
る
っ

ぽ
豆
腐
」
や
上

鈎
、
六
地
蔵
、

美
之
郷
で
作
ら

れ
て
い
る
「
み

そ
」
な
ど
。

　

今
回
は
こ
の

中
か
ら
、
県
内

栗
東
産
の
農
産
物
が
買
え
る
直
売
所

栗
東
の
農
産
物
加
工
品

　

朝
ど
り
の
新
鮮
な
地
元
野
菜
、
特
産

品
、
米
、
果
物
や
農
産
物
加
工
品
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

で
も
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
栗
東
産
の

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
「
い
ち
じ
く
ジ
ャ

ム
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
は
、
大
き
さ
な
ど

が
規
格
外
だ
っ
た
り
、
割
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
、
果
実
と
し
て
は
販
売
で
き

な
い
イ
チ
ジ
ク
を
、
有
効
に
利
用
し
よ

う
と
考
え
、
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

商
品
で
す
。

　

８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ

る
イ
チ
ジ
ク
の
う
ち
、
果
実
と
し
て
は

◎
道
の
駅

　

ア
グ
リ
の
郷
栗
東

◎
道
の
駅

　

こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う

◎
Ｊ
Ａ
栗
東
市
直
売
所

　

田
舎
の
元
気
や

住所…栗東市出庭 961-1
営業時間…９時～ 17 時
定休日…年中無休
☎ 554-7621 FAX 554-7622

住所…栗東市荒張 1-11
営業時間…９時～ 17 時
定休日…水曜日
☎ 558-3858 FAX 558-3921

住所…栗東市安養寺8-2-13
営業時間…９時～ 18 時
定休日…無休（１月１日～３日を除く）
☎ 552-7531 FAX 552-7277

　

農
家
か
ら
直
接
搬
入
さ
れ
た
金
勝
産

の
新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

栗
東
産
の
と
れ
た
て
野
菜
を
販
売
。

生
産
者
の
ラ
ベ
ル
表
示
を
し
て
、安
全
・

安
心
な
農
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▲いちじくジャム

▲約２時間じっくり煮込
みます
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特集：地産地消のすすめ

地
産
地
消
に
つ
い
て
の
問
合
せ
…

　

農
林
課

☎
551-

０
１
２
４　
　

551-

０
１
４
８

FAX

　

私
た
ち
が
毎
日
食
べ
て
い
る
も
の
の

中
に
は
、
輸
送
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
っ
て
い
る
食
料
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
は
、
食

料
（
フ
ー
ド
）
と
輸
送
距
離
（
マ
イ
レ

ー
ジ
）
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
食
料
の

重
量
と
輸
送
距
離
を
掛
け
合
わ
せ
た
数

値
で
す
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
い
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
41
％
（
平
成

20
年
度
・
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）。
多
く

の
食
材
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
ま
す
。
食
料
の
輸
送
距
離
が
増
え
る

こ
と
は
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
数
値

を
高
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
距
離

が
短
い
食
料
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
料
輸
送
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
で
き
ま

す
。
い
ま
一
度
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

の
少
な
い
地
産
地
消
の
食
生
活
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

栗
東
の
田
畑
か
ら
学
校
給
食
へ

栗
東
産
食
材
を
使
っ
た
学
校
給
食

　

市
の
学
校
給
食
で
も
、
栗
東
で
作
ら

れ
た
米
や
野
菜
、
み
そ
、
豆
腐
な
ど
の

食
品
を
使
用
し
、
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

栗
東
産
の
食
材
を
使
っ
て
い
る
場
合

は
、
学
校
で
配
布
し
て
い
る
給
食
の
献

立
表
に
「
栗
東
食
材
の
日
」
と
記
載
し

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
の
主
食
に
つ
い
て
は
平
成
18
年

４
月
か
ら
完
全
に
米
飯
と
な
り
、
米
は

１
０
０
％
栗
東
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

っ
て
い
ま
す
。

▲栗東産食材を使ったおいしい
給食、いただきまーす！（大宝
東小学校）

給
食
向
け
の
野
菜
を
作
っ
て
い
る

栗
東
食
育
フ
ァ
ー
ム
の
会　

会
長

山
本
勲
さ
ん

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
学
校
給

食
向
け
の
野
菜
作
り
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
大
宝
朝
市
運
営
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
昨
年
、
栗
東

食
育
フ
ァ
ー
ム
の
会
を
結
成
。
現
在
、

会
に
は
市
内
の
農
家
25
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

当
初
は
、
ど
ん
な
食
材
が
学
校
給
食

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
ず
、

給
食
セ
ン
タ
ー
と
話
を
重
ね
ま
し
た
。

各
農
家
は
小
規
模
な
畑
で
、
農
薬
の
使

用
を
で
き
る
だ
け
抑
え
て
野
菜
を
育
て

て
い
ま
す
。
作
っ
て
い
る
の
は
サ
ト
イ

モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
。
野
菜
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
、
給
食
向
け
に
作

る
野
菜
の
種
類
も
だ
ん
だ
ん
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

天
候
の
影
響
な
ど
で
う
ま
く
供
給
で

き
ず
、
困
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
新
鮮
で
お
い

し
い
栗
東
の
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
え
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
の
給
食
の
時
間
に
生
産
者
と

し
て
招
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

給
食
を
食
べ
、
話
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
子
ど

も
た
ち
に
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
食
べ

新
鮮
で
安
全
な
野
菜
を
子
ど
も
た
ち
に

▲畑で丹精込めて育てられている野菜



トピック・ニュース

や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０
〜

新
善
光
寺
・
薬
師
如
来
堂
・
長
徳
寺
行あ

ん

灯ど
ん

回か
い

廊ろ
う

〜
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

鎌
倉
中
期
、
平
清
盛
の
子
孫
で
あ
る

小
松
宗
定
が
48
度
に
わ
た
る
信
濃
善
光

寺
参
り
の
末
、
如
来
の
分
身
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
新
善
光

寺
。
当
日
は
、
新
善
光
寺
の
万ま

ん

灯と
う

会え

に

合
わ
せ
て
、
新
善
光
寺
と
旧
参
道
お
よ

び
長
徳
寺
周
辺
を
あ
か
り
で
演
出
し
ま

す
。
普
段
と
は
違
う
幻
想
的
な
空
間
を

お
楽
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
８
月
16
日
㈪
17
時
〜
21
時

（
あ
か
り
の
点
灯
は
日
没
後
）

■
場
所
…
新
善
光
寺
、
薬
師
如
来
堂
、

長
徳
寺
周
辺
（
栗
東
市
林
）

■
駐
車
場
…
新
善
光
寺
駐
車
場
ほ
か

■
特
別
拝
観
料
…
５
０
０
円
（
山
門
楼ろ

う

上じ
ょ
う

巡
り
、
戒か

い

壇だ
ん

巡
り
、
庭
園
の
新
善

光
寺
三
大
巡
り
と
冷
た
い
お
飲
み
物

付
き
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
17
時
か
ら
山
門

前
で
行
い
ま
す
。

※
境
内
の
散
策
、万
灯
会
は
無
料
で
す
。

　

露
地
行
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

好
評
を
博
し
た
あ
か
り
の
演
出
。
栗
東

市
観
光
物
産
協
会
で
は
、「
栗
東
八
景
」

の
名
所
旧
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
輝
く
時

期
に
あ
か
り
の
演
出
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

春
の
旧
和
中
散
本
舗
周
辺
に
続
く
第

二
弾
は
、
夏
の
新
善
光
寺
周
辺
で
「
は

は
や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０

は
や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０

新
善
光
寺
・
薬
師
如
来
堂
・
長
徳
寺
行
灯
回
廊

問
合
せ
…
栗
東
市
観
光
物
産
協
会
（
経

済
観
光
振
興
課
内
）

☎
551-

０
１
２
６　
　

551-

０
１
４
８

FAX
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市
で
は
、「
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
更
な

る
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、
財
政
収
支

の
均
衡
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
収
の
落
ち

込
み
な
ど
に
よ
り
、
な
お
大
幅
な
財
源
不
足
が
予
想
さ

れ
、
さ
ら
に
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
財
政
改
革
提

案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
11
人
か
ら
19
件

の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
11
月
の
広
報
掲
載
以
降
に
寄
せ
ら
れ

た
提
案
に
つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性
や
対
応
策
に
つ
い

て
の
検
討
結
果
を
下
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
提
案
を
通
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
改

革
に
結
び
つ
く
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

■
応
募
要
領 

①
応
募
の
方
法

　

提
案
内
容
を
お
お
む
ね
２
０
０
字
以
上
書
き
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

②
提
出
先 

　

〒
５
２
０

－
３
０
８
８
（
住
所
不
要
）
栗
東
市
役
所

　

経
営
改
革
推
進
室
「
行
財
政
改
革
提
案
」
係
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

554-

１
１
２
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

keiei@
city.ritto.lg.jp 

※
送
付
い
た
だ
い
た
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

〈提案１〉図書館に関する業務改革について
①図書館内やインターネットなどで積極的に必要な本の寄贈を呼びかける。
②図書の延滞返却に対して延滞金を徴収する。
③図書館の蔵書検索結果に、インターネット書店へのアフィリエイト（成果報酬型…本が売れると、書店から市に報
酬が入る）リンクを付ける。

④ツイッターを活用し、図書館から積極的に情報発信する。
⑤貸出し制限（上限）冊数が平成21年４月より15冊から７冊に変更されたが、図書館改革をして、制限冊数を元に戻す。
〈回答〉
①寄贈図書は、一定の分野に偏ったり、古かったり、重複したりすると、寄贈者の厚志に反して受け入れることがで
きません。特定の分野について網羅的に収集するなど、必要に応じて取り組んでいきます。

②現在も、図書のき損・紛失に対しては弁償を求めています。延滞金は、利用者が子どもの場合、金銭徴収には問題
があることから行っていませんが、対策として、貸出停止を検討しています。

③アフィリエイトリンクは、利用者サービスや収入源として期待できるので、システムの更新時に導入を検討します。
④現在、図書館のホームページでは利用方法の案内のほか、蔵書検索、予約受付などができます。ツイッターは、情
報発信手段の一つとして導入を検討します。

⑤貸出し制限冊数が多いと、それだけ多くの手間とコストが掛かります。また図書をできるだけ早く、多くの利用者
に読んでいただくため、現在の冊数を継続します。

〈提案２〉市民参加型の事業仕分けについて
　栗東市でも若者や子育て真っ最中の人も参加できる市民参加型の事業仕分けを実施して欲しい。
〈回答〉
　事業仕分けについては、栗東市でも平成 18年に 57事業、平成 19年に 60事業を実施しました。仕分けの結果に
ついては、市ホームページに掲載しています。
　ただし、国で実施された削減を主な目的とした仕分けではなく、市民の生の声を業務改善に役立てることを目的に
実施しました。
　国の事業仕分けは、公開・即断の良い点もありますが、多くの事業の中から対象事業をどのようにして選ぶか、公
募する仕分け人に市民の代表としての責任を持たせられるか、客観的・総合的な判断をどう担保するか、と多くの課
題があります。現在は、基準を定めての内部評価と市民・職員提案などで財政再建を進めています。
〈提案３〉さきらの命名権について
　　さきらの命名権（ネーミングライツ）を譲渡し、維持費や将来的にかかる修繕費を確保する。
〈回答〉
　さきらの管理費は平成 22年度当初予算で２億円余りで、それ以外に建設費の返済や修繕費も支払っています。
　命名権については、栗東市と人口規模が類似している他市のホールなどの例を見ると、おおむね契約期間３年間で、
200 万円程度の収入額です。本市の「さきら」の大ホールの収容人員は約 800 人と少なく、広告媒体としての価値は
さらに低いかもしれません。また、道路標識や案内看板の書き換え費用などを考えると、残念ながら現状では財政効
果をほとんど見込めない状況です。
〈提案４〉広報紙を電子メールで配信
　昨今、インターネットが普及しており、知りたい時にいつでも情報が手に入るので、毎月配布される「広報りっとう」
を希望制にしたり、Ｅメールで配信したりする。
〈回答〉
　広報配布の希望制については、自治会を通じた配布方法における希望者の把握や情報管理の面から実施は困難です。
情報を等しく皆さんに提供するため、今後も印刷紙面による広報紙の全戸配布を続けていきます。ただし、インター
ネットで広報をご覧になる人も多いことから、登録者に広報の発行をお知らせするメールを配信するサービスの導入
を、システム対応や費用対効果なども含め今後総合的に検討します。なお、現在市ホームページでは、広報りっとう
最新号のほか、昨年度までのバックナンバーをご覧いただけます。

※提案内容などは要約しています。さらに詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。

行
財
政
改
革
市
民
提
案

問
合
せ
…
経
営
改
革
推
進
室

☎
551-

０
１
８
９　
　

554-

１
１
２
３

FAX
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１
カ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
分
の
医
療
費
が
申
請
に
よ
り

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額

は
、
所
得
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、

表
１
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

●
医
療
機
関
の
領
収
証
（
支
払
証
明
）

●
認
印
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険

自己負担限度額（月額）

表１　70歳未満の人

所得区分 過去 12カ月間
で３回目まで

過去 12カ月間
で４回目以降

一般 80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％ 44,400 円

上位所得者
※１

150,000 円＋（医療費
－ 500,000 円）×１％ 83,400 円

住民税非課税世帯 
※３ 35,400 円 24,600 円

表２　70歳以上の人

所得区分 外来の限度額
（個人単位）

入院と外来を合算した
限度額（世帯単位）

一般 12,000 円 44,400 円

現役並み所得
※２ 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％（４
回目以降は 44,400 円）

住民税非
課税世帯

低Ⅱ※ 3 8,000 円 24,600 円
低Ⅰ※４ 15,000 円

※１…同一世帯のすべての国保被保険者の年間所得の合計が
600万円を超える世帯の人

※２…同一世帯に一定の所得（課税所得 145万円）以上の 70
歳以上の国保被保険者がいる人

※３…同一世帯の世帯主およびすべての国保被保険者が住民
税非課税の人

※４…同一世帯の世帯主及びすべての国保被保険者が住民税
非課税の世帯で世帯員の所得が一定基準に満たない人

表３　高額介護合算の限度額（年額）

所得区分
70歳未
満の人が
いる世帯

70～ 74
歳の人が
いる世帯

後期高齢
者医療制
度加入の
世帯

現役並み
所得者

（上位所得者）

126万円
（168万円）

67万円
（89万円）

67万円
（89万円）

一般 67万円
（89万円）

56万円
（75万円）

56万円
（75万円）

低所得者
（非課税世帯）

Ⅱ
34万円
（45万円）

31万円
（41万円）

31万円
（41万円）

Ⅰ 19万円
（25万円）

19万円
（25万円）

＊（　）内は初年度の平成 20年４月～平成
21年７月末日までの限度額です

＊食事代、差額ベッド代などは合算対象に
なりません

＊７月末を基準日とし、基準日に社会保険
に加入されている人は、加入保険者に申
請してください

＊「限度額＋ 500円」が「基準額」となり、
自己負担が「基準額」を超える場合に支
給対象となります

●
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

※
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
差
額
ベ

ッ
ド
代
、
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
か
ら
支
給
ま
で
３
カ
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
市
役
所
に
申
請
し
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
お
く
と
、

入
院
医
療
費
の
支
払
い
を
一
定
の
限
度

額
（
所
得
区
分
ご
と
の
自
己
負
担
限
度

額
）に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
自

己
負
担
限
度
額
は
、
高
額
療
養
費
と
同

様
）。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
人
は
高
齢
受
給

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
を
限
度
額
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得
区
分

が
表
２
の
低
Ⅰ
・
低
Ⅱ
に
該
当
す
る
場

合
は
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
院
の
際
は
福

祉
保
険
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
併
せ
て
利
用
し

て
い
る
場
合
、世
帯
単
位
で
医
療
費（
保

険
適
用
分
）
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
料

の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
、
新
た
に
設

定
さ
れ
た
限
度
額
（
表
３
）
を
超
え
た

分
が
申
請
に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

初
年
度
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
７
月
末
ま
で
に
か
か
っ
た

医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が
対
象
と

な
り
、
申
請
受
付
は
平
成
23
年
７
月
末

ま
で
で
す
。

　

２
年
度
目
以
降
の
合
算
対
象
期
間
は

８
月
〜
翌
年
７
月
末
の
１
年
間
と
な

り
、
申
請
受
付
は
毎
年
８
月
か
ら
２
年

後
の
７
月
末
ま
で
に
な
り
ま
す
。

問合せ…福祉保険課 国民健康保険係　☎551-1807　 FAX 553-3678

◎
限
度
額
認
定
証

◎
高
額
介
護
合
算
に
つ
い
て
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平
成
23
年
４
月
の
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保
育
課
程
の
入
園
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
は
、
保
護
者

と
離
れ
て
生
活
す
る
初
め
て
の
集
団
の

場
で
す
。
市
で
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
自
分
を
出
し
、
幼
稚
園
は
楽
し
い

と
こ
ろ
と
感
じ
、
充
実
感
を
味
わ
っ
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
３
歳
児
の
特

徴
的
な
姿
を
理
解
し
援
助
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
３
歳
児
保
育
は
、
次
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
生
活
リ
ズ
ム

を
維
持
し
、
個
々
の
発
達
に
見
合
っ

た
規
則
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

変
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
初
め
て
の

集
団
生
活
に
無
理
な
く
適
応
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
午
前
保
育
実
施
期
間

を
１
学
期
間
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

心
身
の
負
担
を
考
慮
し
、
預
か
り
保

育
の
開
始
時
期
を
10
月
か
ら
と
し
、

保
育
時
間
を
ゆ
る
や
か
に
移
行
し
て

い
ま
す
。

○
園
で
は
、
す
べ
て
の
保
護
者
の
最
も

も
身
近
な
育
児
支
援
者
と
し
て
相
談

に
乗
る
な
ど
の
精
神
的
な
支
援
に
加

え
、
家
庭
で
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ

り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
園
に
お
い
て
、
親
子
ふ
れ
あ

い
活
動
な
ど
を
工
夫
し
子
育
て
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
の
入
園
申
込
み
は
、

平
成
22
年
度
と
同
様
に
限
ら
れ
た
施
設

を
有
効
に
活
用
し
、
就
学
を
控
え
た

４
・
５
歳
児
の
入
園
を
優
先
し
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
に
、
３
・
４
・
５
歳
児

の
入
園
申
込
み
を
一
斉
に
受
け
付
け
、

４
・
５
歳
児
の
入
園
申
込
み
状
況
か
ら
、

そ
の
ク
ラ
ス
数
を
確
定
し
、
残
り
の
保

育
室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
歳
児
の
入
園
に
つ
い

て
は
、
申
込
み
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
対
象
者

と
申
込
み
時
期
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　

栗
東
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
し
、
在
住
し
て
い
る
対
象
年
齢

の
人
で
、
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保

育
課
程
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
人

※
現
在
、
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保

育
課
程
に
在
園
中
の
園
児
も
、
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※
３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
定
員
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
よ
り
入
園
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。抽
選
の
結
果
、

学
区
内
の
園
へ
入
園
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
定
員
に
空
き
の
あ
る
学
区
外

の
園
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
対
象
年
齢
児
（
平
成
23
年
度
）

○
３
歳
児
…
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平

成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
４
歳
児
…
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
５
歳
児
…
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
入
園
申
込
み
時
期

平
成
22
年
10
月

（
広
報
10
月
号
に
詳
細
を
掲
載
）

鉛
製
給
水
管
か
ら
の
水
道
水
に
つ
い
て

　

水
道
水
は
、
国
の
法
律
（
水
道
法
）

に
基
づ
き
、
項
目
ご
と
に
水
質
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準
項
目
の
一
つ

で
あ
る
「
鉛
」
の
濃
度
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
を
考
慮
し
て
蛇
口
で
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
０
・
０
１
㎎
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
の
水
道
の
鉛
濃
度
は
、
国
の
基
準

値
を
満
た
し
て
お
り
安
全
上
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
長
時
間
水
道
を
使

用
し
な
か
っ
た
時
に
蛇
口
か
ら
出
る
最

初
の
水
は
、
給
水
管
（
家
庭
な
ど
に
引

き
込
ま
れ
て
い
る
水
道
管
）
に
滞
留
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

毒
用
の
塩
素
が
少
な
く
な
っ
て
い
た

り
、
給
水
管
や
宅
内
配
水
管
に
鉛
管
が

使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
、
鉛
が
ご

く
わ
ず
か
で
す
が
溶
け
出
し
た
り
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
（
流
水
）
の
使
用
状
態
で
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
使
用
し
な

か
っ
た
時
の
最
初
の
水
は
、
念
の
た
め

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
を
、飲
み
水
以
外（
ト

イ
レ
や
洗
濯
な
ど
の
雑
用
水
）
の
用
途

に
使
う
こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
…
上
下
水
道
課

☎
551-

０
１
３
４　
　

554-

３
８
６
６

FAX

３
歳
児
保
育
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
の
入
園

申
込
み
に
つ
い
て

問
合
せ
…
幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４　
　

551-

０
１
４
９

FAX
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トピック・ニューストピック・ニュース

■
駐
車
場
使
用
料
…
４
０
０
０
円
／
区

画
■
入
居
基
準
…
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と

①
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
人

①
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
上
の

人
③
２
人
以
上
の
世
帯

④
税
金
の
未
納
が
な
い
人

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
入
居
募
集
期
間
…
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」
の
ご
案
内

■
場
所
…
市
営
住
宅
下
戸
山
団
地
内

（
栗
東
市
下
戸
山
１
５
４
０
番
地

１
、１
６
０
５
番
地
）

■
間
取
り
…
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
団
地
の
構
造
…
中
層
耐
火
構
造
・
３

階
建

■
建
築
年
度
…
平
成
14
、
15
年
度

■
設
備
…
給
湯
設
備
あ
り
。
室
内
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー

■
部
屋
数
…
１
期
棟
４
戸
、
２
期
棟
６

戸
■
家
賃
…
６
９
０
０
０
円
／
月

旧
Ｒ
Ｄ
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
焼
却
施
設
を
撤
去

滋
賀
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
に
起

因
す
る
地
下
水
汚
染
や
廃
棄
物
の
飛
散

な
ど
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
の
除
去
に

向
け
た
取
り
組
み
を
Ｒ
Ｄ
社
に
代
わ
り

進
め
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
へ
の
影
響

の
う
ち
、
特
に
放
置
で
き
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
緊
急
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
対
策
の
う
ち
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
か
っ
た
２
基
の
焼
却

施
設
の
撤
去
が
、
６
月
末
に
完
了
し
ま

し
た
。（
下
の
写
真
）

　

ま
た
、
６
月
20
日
ま
で
に
、
旧
処
分

場
周
辺
７
自
治
会
か
ら
、
今
年
度
の
県

の
有
害
物
調
査
予
算
の
執
行
な
ど
に
つ

い
て
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
で

は
現
在
、
有
害
物
調
査
実
施
に
向
け
た

準
備
作
業
を
進
め
て
お
り
、
栗
東
市
と

連
携
し
な
が
ら
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問

題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
合
せ
…
滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
部
最
終

処
分
場
特
別
対
策
室

☎
528-

３
６
７
１　
　

528-

４
８
４
９

FAX

▲焼却施設撤去前

▲焼却施設撤去後

問
合
せ
…
土
木
交
通
課 

住
宅
係

☎
551-

０
３
４
７　
　

552-

７
０
０
０

FAX

▲建物外観

▲間取り

▲浴室

▲和室

▼ＬＤＫ

洋室 洋室

和室

ＬＤＫ

バルコニー
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りっとうの景観を語る

※ふるさと風景～わがまち栗東～を百年先の次代へと継承するため、「景観条例」「百年計画」
を制定しました。「すだじい」は、団

どん

栗
ぐり

の一種。団結する栗東市民を意味します。

　問合せ…都市計画課 ☎ 551-0116
　　　　　　　　　　 FAX  552-7000

　

私
た
ち
日
本
人
の
生
活
が
、
明
治
維

新
以
降
の
産
業
革
命
で
大
き
く
転
換
し

ま
し
た
。
今
ま
で
ゆ
っ
く
り
時
間
が
流

れ
て
い
た
生
活
が
一
変
し
、大
量
生
産
、

大
量
消
費
を
前
提
に
、
物
質
的
に
豊
か

な
生
活
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
自
然
界
と

の
共
存
、
人
間
界
と
の
共
存
を
希
薄
な

も
の
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を

き
ち
ん
と
主
張
し
、
訴
え

る
事
が
さ
も
正
し
い
こ

と
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
日
本
人

の
良
さ
で
あ
る
、
自
然
や

人
の
こ
と
を
お
互
い
に

気
遣
い
、
思
い
や
り
、
何

げ
な
い
「
奥
ゆ
か
し
さ
」

を
持
つ
日
本
人
特
有
の

感
覚
が
私
は
と
て
も
好

き
で
す
。

　

何
で
も
か
ん
で
も
大
量
生
産
が
進

み
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
景
色
が
見

ら
れ
、
同
じ
よ
う
な
も
の
が
売
ら
れ
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
と
い
っ
た
特
色
が
、
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
最
も
大
切
な
の
が
、
そ
れ
を
伝
承

し
、
そ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の

人
々
で
す
。そ
こ
に
人
が
い
な
け
れ
ば
、

歴
史
も
文
化
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
先
人

の
知
恵
を
学
び
、
生
活
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
魅
力
が
あ
り
、
人
が
引
き
付
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
あ

り
、
そ
こ
に
家
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
つ

な
が
る
こ
と
に
よ
り
町
並
み
が
あ
り
、

地
域
が
あ
る
。
地
域
の
集
ま
り
が
、
市

に
な
り
県
に
な
り
国
に
な
る
。
そ
し
て

そ
れ
が
、
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
良
さ

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

第 17 回寄稿

大角 守 氏
栗東市街道百年ファンクラブ・会員

一級建築士
六地蔵在住

　

人
が
動
き
・
集
ま
る
所
に
商
売
が
発

生
し
、
栄
え
、
更
な
る
雇
用
が
生
ま
れ

活
発
な
消
費
活
動
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ

ら
を
つ
く
っ
て
い
く
の
は
、
地
域
住

民
や
地
域
事
業
所
が
主
体
と
な
っ
た
活

動
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
政
が
支
援
し
サ

ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
、
ど
う
す

れ
ば
私
た
ち
の
生
活
が
、
安
定
、
安
心
、

安
全
な
も
の
に
な
る
か
を
考
え
直
す
時

が
、「
今
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
手

遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
…
。

　

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
と
考
え
ま

す
。
百
年
先
の
ス
タ
ー
ト
は
、
今
現
在

も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
も

建
築
士
と
し
て
、
建
物
を
造
る
立
場
の

人
間
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
も
の
づ
く

り
を
と
お
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
で
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
る
覚
悟

と
し
て
…
。

◎
こ
の
地
に住み

続
け
る
覚
悟

▲観音寺産間伐材を利用したベン
チ作り

▲金勝産のヒノキを使った遊具建て
替えの取り組み（葉山東小学校）

▲滋賀県産の木材を使った建築で
地域の活性化を目指しています
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りっとう再発見

　

現
在
の
Ｊ
Ｒ
草
津
線
は
明
治
22
年

（
１
８
８
９
）
12
月
、
関
西
鉄
道
に
よ

っ
て
草
津
駅
か
ら
三
雲
駅
間
に
鉄
道
が

敷
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
い

ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
２
０
年
前
に
あ
た

る
翌
23
年
に
は
、
柘つ

植げ

駅
ま
で
延
長
さ

れ
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
敷
設
に
伴
っ
て
、
関
西
鉄
道
で

は
乗
客
獲
得
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
努
力
が
な
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
沿

線
の
名
所
か
ら
、
新
善
光
寺
（
栗
東
市

林
）
に
注
目
し
ま
す
。
い
ま
で
こ
そ
落

ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
新
善
光
寺
で

す
が
、
戦
前
の
彼
岸
に
は
境
内
に
い
ろ

い
ろ
な
出
店
が
立
ち
、
芝
居
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
近
隣
だ
け
で
な
く
京
都
や
大

阪
方
面
か
ら
も
参
詣
客
が
訪
れ
る
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。
関
西
鉄
道
で
は

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
臨
時
列
車
を
出

し
、
草
津
駅
と
石
部
駅
の
間
に
臨
時
停

車
場
を
設
け
て
乗
客
獲
得
に
努
め
ま

す
。

　

ほ
か
に
関
西
鉄
道
が
注
目
し
た
の

が
、
琵
琶
湖
上
を
行
く
船
便
の
客
や
貨

物
で
し
た
。
特
に
紺こ

ん
や
が
せ
き

屋
関
（
大
津
市
島

の
関
）
と
山
田
港
（
草
津
市
山
田
）
を

結
ん
で
い
た
山
田
航
路
は
、
大
津
か
ら

の
旅
客
と
草
津
線
を
結
ぶ
魅
力
的
な
航

路
で
し
た
。
実
は
草
津
線
開
業
と
同
じ

明
治
22
年
、馬ば

ん
ば場
駅
（
現
在
の
膳
所
駅
）

か
ら
米
原
駅
ま
で
は
、
湖
東
鉄
道
（
現

在
の
東
海
道
本
線
）
が
開
通
し
て
い
た

た
め
、
大
津
と
草
津
を
結
ぶ
鉄
路
は
あ

っ
た
の
で
す
が
、
馬
場
駅
は
大
津
市
街

地
か
ら
遠
く
、
ま
た
鉄
道
の
運
賃
も
７

銭
と
割
高
で
あ
っ
た
た
め
、
大
津
か
ら

草
津
ま
で
は
山
田
航
路
を
利
用
す
る

旅
客
が
依
然
と
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
明
治
24
年
に
関
西
鉄
道
は
山
田

港
か
ら
草
津
駅
ま
で
の
新
路
線
を
計
画

し
、
山
田
航
路
の
乗
客
を
草
津
線
へ
と

取
り
込
も
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
新
路

線
が
実
現
す
れ
ば
山
田
航
路
は
船
賃
３

銭
を
２
銭
に
引
き
下
げ
る
で
あ
ろ
う
と

予
測
、
山
田
と
草
津
の
間
の
運
賃
を
２

銭
と
し
て
、大
津
か
ら
草
津
間
を
船
便
・

鉄
道
合
わ
せ
て
４
銭
と
見
積
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
大
津
の
中
心
地

か
ら
馬
場
（
膳
所
）
に
回
っ
て
、
草
津

ま
で
の
汽
車
賃
７
銭
を
か
け
て
移
動
す

る
よ
り
も
安
く
、
直
接
大
津
市
街
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
報

じ
て
い
ま
す
。（
中
外
電
報　

明
治
24

年
7
月
21
日
）

　

関
西
鉄
道
で
は
敷
設
に
向
け
、
山

田
か
ら
野
村
（
草
津
市
野
村
）、
渋
川

（
草
津
市
渋
川
）
を
と
お
っ
て
湖
東
鉄

道
を
横
断
、
草
津
川
に
鉄
橋
を
渡
し
て

大お

ち

の

い

路
井
村
（
草
津
市
大
路
）
に
あ
っ
た

草
津
駅
に
つ
な
ぐ
計
画
で
測
量
を
行
う

な
ど
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。（
京

都
日
出
新
聞　

明
治
24
年
7
月
26
日
）

　

し
か
し
、
工
事
費
用
が
莫ば

く

大だ
い

と
な
る

65○
草津線の開業と関

か ん

西
せ い

鉄道の乗客獲得運動
～幻の路線と新善光寺臨時停車場～

　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX

▼

山
田
航
路
を
運
行
し
て
い
た
、
湖
南
汽

船
が
発
行
し
た
航
路
図
（
大
正
２
年
刊

行
）
の
一
部
。
草
津
〜
山
田
間
の
鉄
道

は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
区
間
は

湖
南
汽
船
が
乗
合
馬
車
を
運
行
し
て
い

た
。

こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
山
田
〜
草

津
間
は
幻
の
新
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
西
鉄
道
で
は
そ
の
後
も
乗
客
獲
得

に
向
け
て
努
力
を
重
ね
ま
し
た
が
、
明

治
39
年
（
１
９
０
６
）
に
公
布
さ
れ
た

鉄
道
国
有
化
法
に
よ
り
、
草
津
線
を
含

む
す
べ
て
の
路
線
が
国
有
化
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
今
回
紹
介
し
た
資
料
は
、
栗
東
歴
史

民
俗
博
物
館
で
開
催
す
る
「
竹
村
定

治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
〜
鉄
道
模
型
の

世
界
〜
」（
会
期
：
9
月
18
日
〜
10

月
11
日
）
に
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

関西鉄道（関西参宮鉄道）が発行した、沿線の
名勝を紹介するガイドブック（明治35年刊行）
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フフオオトト

ニニユユーースス
このページは皆さんからの情報をお待ち

しています。地域の出来事や話題をお寄

せください。広報係が取材に伺います。

　政策秘書課広報係　☎551-0641
FAX554-1123

７月２日（葉山小学校）
子どもたちがお米について自分たちでやりたいこと、もっと知りたいことを学ぶ探求学
習が行われました。５年生88人が「外国の米料理から探る」、「専門家に話を聞く」、「各
自調べ学習をする」の３チームに分かれて学習。「外国の米料理から探る」では、ブラ
ジル出身の平田エジナ清美さんと中国出身の王貴勤さんからそれぞれの国の米料理を教
わりました。「専門家に話を聞く」では栗東市農業協同組合の里内さんから、稲の種類
や育て方など、米に関するお話を聞きました。「各自調べ学習をする」では、図書館や
パソコンルームで、お米について知りたいことを調べました。各チームが学んだことは
後日まとめて、発表を行いました。

お米についていろいろ学びました

６月６日（下鈎甲自治会）
下鈎甲自治会では以前より、通過交通の増加など地域のさまざまな課題を地域自ら
解決するための取り組みを進めています。このような中、平成17年度から5カ年計画
で、国土交通省の「まちづくり交付金事業」の採択を受け、“地域の個性を活かしつ
つ、誰もが安全かつ快適に住み続けることができる居住環境の創造”を目指し、集落
内道路や公園などの整備に市と協働で取り組んできました。この事業が今年３月に完
成したことを記念して、記念式典や記念講演、まちづくりの歴史を記録したビデオの
上映、懇親会などが行われました。

まちづくり交付金事業完成記念祭

▲ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
米

に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た

記
念
式
典
に
引
き
続
き
記
念
講

演
を
実
施

▼

▲

▲中国のお米料理を教わりました

▲
農
協
の
職
員
さ
ん
か
ら
お
米

の
話
を
聞
き
ま
し
た

▲ 
ブ
ラ
ジ
ル
の
料
理
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
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フォト・ニュース

▲ 
古
民
家
を
借
り
、
定
期
的

に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
催

６月12日　心身障がい（児）者レクリ
エーション・スポーツ大会（市民体育館）
市内の障がい者団体など400
人以上が参加し、綱引きやリ
レー、江州音頭など10のプロ
グラムで交流を深めました。

６月1３日　林自主防災
会６月度訓練（林公民館）
防災用資機材の点検、避難ル
ートや危険個所を確認する図
上訓練、消防署員の指導によ
る応急処置訓練などを実施。

６月13日　世界と出会う
玉手箱（中央公民館）
栗東国際交流協会とJICA大阪
共催の４回連続講座。今回は
ケニアの人々の暮らしや環境
の変化について学びました。

６月20日　栗東オープン中
学生卓球大会（市民体育館）
県内外から男子40校、女子
32校の中学生が栗東市に集
合。卓球の団体戦をとおして
交流を深めました。

６月20日　未
ゆ

来
め

へつなぐ市
民のチカラ（中央公民館）
㈳栗東青年会議所35周年記念事
業として、基調講演や「栗東まち
づくりディスカッション2010」
と題した市民討議会を実施。

６月21日　子ども110番あ
いさつ運動（治田東小学校）
日ごろ子どもたちを見守っていた
だいている「子ども110番」宅を
児童が訪れ、旗の交換と日ごろの
感謝の気持ちを伝えました。

６月 25日（治田小学校）
コカ・コーラウエスト株式会社（本社：福岡市）より、
治田小学校に一輪車 10 台を寄贈いただきました。
これは、同社の社会貢献活動の一環として、子ど
もたちの健全育成に役立ててほしいと寄贈いただ
いたものです。６月 25 日に行われた贈呈式では、
児童の代表がお礼の言葉を伝え、子どもたちが早
速一輪車に乗って、楽しみ
ました。学校では、今回い
ただいた一輪車を「体つく
り運動」の一環として、子
どもたちの健やかな成長の
ために活用します。

一輪車を寄贈いただきました

６月22日（出庭）
葉山地域を中心に、子育て中の親と子の支援を行
っている「親支援グループはやま」。子育て中の親
と子が気軽に立ち寄れる場所をとの思いから、市
内出庭に古民家を借りて、子育て中の親と子のサ
ロン「子育てサロン“CoCo愛”」をオープンしま
した。活動は、月４回毎週火曜日開所時間10:00
～16:00（曜日の変更あります）。育児についての
学習会やふれあい遊びなど、子育て世代と地域住
民の交流とおして、子育ての輪が広まっています。
サロンについての問合せは、☎090-3271-4929
（柴田）まで。また、「親支援グループはやま」は、
市のりっとうガンバル基金（栗東市市民社会貢献
活動促進基金）の採択を受け、この事業を行って
います。

子育てサロン“C
こ こ あ

oCo愛”がオープン

▲ 
寄
贈
い
た
だ
い
た
一
輪

車
に
早
速
乗
り
ま
し
た
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　このコーナーでは、皆さんからの投稿
を募集しています。
　①イラスト・絵手紙②詩③あなたが撮っ
た市内の風景（人物が写っている場合は、
本人の了承を得て投稿してください）④子
どもの何気ない一言など。
　投稿は、未発表のものに限ります。は
がき・ＦＡＸ・Ｅメールなどでお寄せく
ださい。ペンネームでも結構です。ただ
し、①③は掲載後、返却しますので、必
ず住所と本名を記載してください。
　また、地域でキラリと輝く人を紹介し
てください。広報係が取材に伺います。
【あて先】〒 520-3088（住所不要）
　栗東市役所政策秘書課広報係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123
　E-mail　kohokocho@city.ritto.lg.jp

考えよう　人の気持ちと　自分の行動　～人権の世紀21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～

　
　

　

梅
雨
の
曇
り
空
を
吹
き
飛
ば

す
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
話
が
地

域
の
人
か
ら
届
き
ま
し
た
。
本

校
の
校
区
に
お
住
ま
い
の
91
歳

の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
の
電
話
で

す
。

　
〝
突
然
の
土
砂
降
り
の
雨
の

中
、
出
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た
小
学
2

年
生
の
男
の
子
た
ち
が
、
家
に
帰
っ
て
大

き
な
傘
を
取
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
上
、
と
ぼ
と
ぼ
と
し
か
歩
け
な
い
私
に

寄
り
添
っ
て
、
家
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
ま
け
に
家
の
入
口
ま
で
、
ぬ
れ

な
い
よ
う
に
送
り
届
け
て
、
扉
も
閉
め
て

く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
後
ろ
姿
を

見
る
と
、
び
し
ょ
ぬ
れ
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
そ
の
温
か
い
心
配
り
が
う
れ
し
く

て
、
う
れ
し
く
て
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。〞

　

困
っ
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
様
子
に
気

づ
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
と
気
づ
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
、
私
た
ち
学
校
の

職
員
も
み
ん
な
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

（
学
校
か
ら
）

“キラッ！”“キラッ！”と
“きらり”

その時子どもが

「教育長への手紙」から ㉘     

　幕末、大
おお

田
た

蜀
しょく

山
さん

人
じん

の江戸から大坂（大阪）への東海道旅日記
“改元紀行”に、“右に高野新善光寺、本尊信濃善光寺一体分身
とゑりたる碑あり、…”と記録されている新善光寺。このお寺は、
平清盛の四代後といわれる小松宗定が60歳にして発心し、平氏
一門の供養を弔うため12年にわたる東山道経由の48度の善光寺
参り、満願の日の夢

お つ げ

告により善光寺如来の分身をいただき、西暦
1253年、この高野の地に如来堂を建てたのが始まりとされてい
ます。江戸期1661年、膳所藩主本多俊次の厚い信仰のもと如来
堂は新善光寺としてほぼ今の形に建立され、東海道名所図

ず

会
え

にも
紹介され、各地から参詣者が訪れ、大変なにぎわいを示したとさ
れています。
　関西鉄道（今の草津線）が開業した明治22年以後は春と秋の彼
岸にはお寺の近くに仮設の停車場が設置され、列車を臨時停車さ
せるほどのにぎわいであったと報道されています。昭和54年に昭
和の大修理が実施され、現在はび
わ湖百八霊場会湖南第19番目とし
て、また、栗東八景の“彼岸の繁

はん

華
か

”として選定されています。
　山門から参道に向かっての見晴
らしの良さ、信濃善光寺と同じ本
堂の造り、戒

かい

壇
だん

巡りによる本尊善
光寺如来との結

けち

縁
えん

などなど、今も
なおにぎわいを見せています。
※８月16日に「はやしの里あかりの演出2010～新善光寺・薬師
如来堂・長徳寺行

あん

灯
どん

回
かい

廊
ろう

～」を開催します。詳しくは５ページ
をご覧ください。

第４回

高宮 弘 さん

新善光寺（林）

問合せ…経済観光振興課　☎ 551-0126　 FAX 551-0148

栗東市ボランティア観光ガイドの

▲新善光寺山門
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み～んなのひろば

知ってるよ　あなたの優しさ　思いやり　～平成21年度人権啓発標語 佳作作品～

■
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
は
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
？

　

帆
の
つ
い
た
ボ
ー
ド
に
乗
り
、
風
と
波
を
利
用
し
て
水
面
を
滑

走
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
競
技
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
８
分

間
の
演
技
で
２
人
が
競
い
ま
す
。
得
点
は
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
技
ご

と
に
決
め
ら
れ
た
点
数
と
、
審
査
員
が
付
け
る
波
乗
り
の
点
数
、

着
水
の
失
敗
な
ど
に
よ
る
減
点
で
決
ま
り
ま
す
。

■
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

両
親
が
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
か
ら
琵
琶
湖
で
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
を
遊
び
で
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
４
年
生
の
こ
ろ
か

ら
父
の
指
導
を
受
け
て
本
格
的
に
始
め
、
２
年
く
ら
い
か
か
っ
て

よ
う
や
く
水
面
を
速
く
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
高
校
を
休
学
し
ハ
ワ
イ
で
練
習
し
た
理
由
は
？

　

高
校
２
年
生
の
と
き
に
出
場
し
た
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権

大
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
ク
ラ
ス
で
の
成
績
が
ベ
ス
ト
８
に
と
ど
ま
り
、

と
て
も
く
や
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
も
っ
と
練
習
に
励
む
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
た
め
、
１
年
間
高
校
を
休
学
し
、
ウ
イ
ン
ド
サ

ー
フ
ィ
ン
の
聖
地
と
い
わ
れ
、
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
も
練
習
し
て

い
る
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
イ
島
で
練
習
に
打
ち
込
む
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
昨
年
５
月
か
ら
７
月
と
９
月
か
ら
11
月
の
合
計
６
カ
月
間
ハ

ワ
イ
に
滞
在
し
、
毎
日
６
〜
７
時
間
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　
■
食
事
面
な
ど
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

い
い
体
を
作
る
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
食
べ
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

外
食
も
ほ
と
ん
ど
し
な
い
で
す
ね
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　

プ
ロ
の
大
会
で
年
間
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
大
会
に
も
出
場

し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
後
は

大
学
に
行
き
な
が
ら
、
プ
ロ
を

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
世
界
を
目
指
す
板
庇
プ
ロ

の
今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
〞

　

連絡先…近江八幡警察署
「琵琶湖バラバラ殺人事件捜査本部」

フリーダイヤル0120-32-0027  ☎・FAX 0748-32-0110

「バラバラ殺人」情報求む !!
報奨金 上限額 300万円

　平成 20年５月から６月にかけて、琵
琶湖岸でバラバラに切断された男性の
遺体が相次いで発見されました。
　この被害者については、いまだ身元
が判明していませんので、被害者に関
する情報を広く求めています。

滋賀県警察本部からのお知らせ

栗東人栗東人
板
い た

庇
びさし

雄
ゆ う

馬
ま

さん　
（18歳・高野）
　栗東高校３年。今年１
月、ウインドサーフィン
の全日本アマチュア選手
権大会スペシャルクラス
で優勝し、高校生初のプ
ロ選手となった。

『夏の涼しさを見つけよう！』『夏の涼しさを見つけよう！』

問合せ…生活環境課 環境政策係 ☎ 551-0336
　　　　　  　　　　　　　　 FAX 552-7000

　地球温暖化を止めるには、新しい技
術力や製品開発も重要ですが、その技
術を使う「人間」がとる行動は、もっ
と重要です。ちょっとした ECOアク
ションが積み重なれば、温室効果ガス
の大きな削減力になります。暑い夏を
涼しく、快適に過ごす工夫を見つけて、
チャレンジしましょう。
①部屋を模様替えし、涼しさを演出し
ましょう。

②自然の風を取り入れましょう。
③エアコンだけに頼らず、扇風機を効
果的に使いましょう。

④冷感のある衣服を身に着けましょう。
⑤旬の夏野菜を食べて体を冷やしましょう。
⑥庭などに打ち水し、暑さを和らげま
しょう。

⑦近い場所へは、徒歩や自転車で行き
ましょう。

⑧居心地のよい場所や空間を見つけましょう。
出展：環境省チャレンジ 25キャンペーン

▲さっそうと波に乗る板庇プロ
   （写真提供ＪＰＷＡ）

左目尻下コブ
直径約 1.5cm

上の前歯が４本なし

被害男性の似顔絵
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〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
13
番
33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX  077-554-1123（
代
表
）

広がれ！広がれ！
仲間の　の　

　このページは、市内のボランティアや
市民活動グループ・生涯学習グループの
活動内容を紹介するコーナーです。
問合せ…コミュニティセンター大宝西

☎554-1477
FAX  554-1376

市
で
は
、
携
帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.c
ity
.ritto

.
sh
ig
a
.jp
/m
o
b
ile
/

上
の
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
。

わ
体
も
心
も
ほ
ぐ
れ
て

免
疫
力
ア
ッ
プ

〜
健
康
体
操
自じ

彊
き
ょ
う

術
じ
ゅ
つ

〜

　

今
月
は
全
身
を
順
番
に
く
ま
な
く
動

か
す
体
操
で
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る「
健
康
体
操
自
彊
術
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
彊
術
は
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
健

康
体
操
で
す
。
こ
の
体
操
を
地
域
で
も

や
り
た
い
と
い
う
声
が
出
て
、
講
師
を

依
頼
し
、
公
民
館
だ
よ
り
で
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
、
平
成
15
年
４
月
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
口
コ
ミ
な
ど
で
少
し

ず
つ
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
、
現
在
は
18

人
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
こ
の
健
康
体

操
で
肩
こ
り
が
軽
く
な
っ
た
人
、
体
が

柔
ら
か
く
な
っ
た
人
、
冷
え
症
が
改
善

さ
れ
た
人
、
姿
勢
が
よ
く
な
っ
た
人
な

ど
、
体
調
が
改
善
し
た
人
が
多
く
い
ま

す
。自
彊
術
は
体
力
に
自
信
が
な
い
人
、

運
動
が
苦
手
な
人
に
も
無
理
な
く
で
き

る
全
身
運
動
で
す
。
本
来
自
分
が
持
っ

て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
て
、
心

身
共
に
健
康
な
体
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

毎
週
金
曜
日
、
10
時
か
ら
11
時
半
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
西
で
体

操
し
て
い
ま
す
。
自
彊
術
は
全
身
を
順

番
に
く
ま
な
く
動
か
す
こ
と
で
、
人
に

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
効

果
が
得
ら
れ
る
健
康
増
進
体
操
で
す
。

頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
全
身
の
関
節
や
筋

肉
な
ど
を
無
理
な
く
解
き
ほ
ぐ
し
、
血

液
の
流
れ
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
毎
回
、
準
備
体
操
か

ら
始
め
て
、
31
の
動
き
が
あ
る
自
彊
術

体
操
、
そ
れ
か
ら
２
人
１
組
で
お
互
い

の
体
を
整
え
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
毎
年
秋
の
大
宝
西
学

区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
は
実
演
も
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
事
会
な
ど
メ
ン

バ
ー
同
士
の
交
流
の
場
も
あ
り
ま
す
。

No.８
５
９

2010   ８
・
１

広
報
R
it
t
o

り
っ
と
う

人口（７月1日現在）　人口64,604人　男32,381人　女32,223人　前月より42人増　世帯数23,800世帯

  
現
在
の
活
動
内
容

この広報紙は古紙配合の再生紙とベジタブルインクを使用しています。

▲みんなで健康づくりに取り組んでいます

▶ 

決
め
ら
れ
た
順
番
で
31
種
類
の
動
作

を
行
い
ま
す

▼

この欄の今年度広告募集は終了しました。広報お知らせ版と市ホームページの有料広告は引き続き募集しています。お申込み・お問合せは
政策秘書課　広報係　☎551-0641　　554-1123へ　※掲載している広告の内容などのお問合せは、直接広告主へお願いします。広告欄 FAX

  

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

  

ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ


